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(57)【要約】
【課題】簡易な構成で吹出口からの凝縮水の飛散を低減
させつつ小型化を図ることが可能な空気調和装置を提供
する。
【解決手段】室内熱交換器１０は、空気流れ方向におい
てクロスフローファン１１の上流側に配置され下に向か
うにつれて上流側に位置するように傾斜してる第１熱交
換器１０ａと、第１熱交換器１０ａの下端近傍から下に
向かうにつれて下流側に位置するように傾斜している第
２熱交換器１０ｂとを有し、冷媒が流れる。そして、ク
ロスフローファン１１は、ファンの所定風量および水滴
の自重落下速度により定まる室内熱交換器１０からの水
滴の飛散軌跡のうち最も下流側に位置する最下流飛散軌
跡よりも下流側に配置されている。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　冷媒と空気との間で熱交換を行わせて空気調和を行う空気調和装置（１００）であって
、
　吸込口（４Ｓ）と吹出口（４Ｅ）とを有するケーシング（４）と、
　ファンケーシング（１１ｂ、１１ｃ）とファン（１１）を有し、前記吸込口から前記吹
出口に略水平方向に向かう空気流れを形成する送風部（１１、１１ａ、１１ｂ、１１ｃ）
と、
　前記空気流れ方向において前記送風部の上流側に配置され下に向かうにつれて上流側に
位置するように傾斜している第１熱交換部（１０ａ）と、前記第１熱交換部の下端近傍か
ら下に向かうにつれて下流側に位置するように傾斜している第２熱交換部（１０ｂ）とを
有し、前記冷媒の流れる熱交換器（１０）と、
を備え、
　前記送風部（１１）は、前記ファンの所定風量および水滴の自重落下速度により定まる
前記熱交換器からの水滴の飛散軌跡のうち最も下流側に位置する最下流飛散軌跡よりも下
流側に配置されている、
空気調和装置（１００）。
【請求項２】
　前記第１熱交換部（１０ａ）は、垂直面に対する傾斜角度が４０°以下である、
請求項１に記載の空気調和装置（１００）。
【請求項３】
　前記第１熱交換部（１０ａ）と前記第２熱交換部（１０ｂ）とがなす前記送風部（１１
）側の角度は、４５°以上９０°以下である、
請求項１または２に記載の空気調和装置（１００）。
【請求項４】
　前記熱交換器（１０）は、前記第２熱交換部（１０ｂ）の下端部から伸びる第３熱交換
部（１０ｃ）をさらに備え、
　前記第２熱交換部（１０ｂ）と前記第３熱交換部（１０ｃ）とのなす前記送風部（１１
）側の角度は１５０°以上１８０°未満である、
請求項１から３のいずれか１項に記載の空気調和装置（１００）。
【請求項５】
　前記第３熱交換部（１０ｃ）は、前記空気流れ方向において上流側に向かうにつれて上
がるように水平面に対して５°以上４５°以下に傾斜している、
請求項４項に記載の空気調和装置（１００）。
【請求項６】
　前記熱交換器（１０）と前記送風部（１１）との最短距離は、１２ｍｍ以上である、
請求項１から５のいずれか１項に記載の空気調和装置（１００）。
【請求項７】
　前記ファン（１１ａ）は、クロスフローファンであり、
　前記クロスフローファン（１１ａ）と、前記ファンケーシング（１１ｂ、１１ｃ）との
最短距離は３ｍｍ以上である、
請求項１から６のいずれか１項に記載の空気調和装置（１００）。
【請求項８】
　前記ファン（１１ａ）は、クロスフローファンであり、
　前記ファンケーシング（１１ｂ、１１ｃ）は、前記空気流れ方向において前記クロスフ
ローファン（１１ａ）の下流側上方の空間を、前記クロスフローファンの軸心に対して１
５０°以上１８０°以下覆っている、
請求項１から６のいずれか１項に記載の空気調和装置（１００）。
【請求項９】
　前記ファン（１１ａ）は、クロスフローファンであり、
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　前記ファンケーシング（１１ｂ、１１ｃ）の前記吹出口（４Ｅ）の一部を形成する部分
のうち、前記空気流れ方向において前記クロスフローファンの下流側上方の部分が伸びる
方向と、前記吹出口の他の一部を形成する前記クロスフローファンの下流側下方の部分が
伸びる方向と、のなす角度が０°以上３０°以下である、
請求項１から６のいずれか１項に記載の空気調和装置（１００）。
【請求項１０】
　前記ケーシング（４）の前記吹出口を通じた吹出空気流れの角度は、前記空気流れ方向
において下流側に向かうにつれて下がるように水平面に対して１０°以上６０°以下に傾
斜している、
請求項１から９のいずれか１項に記載の空気調和装置（１００）。
【請求項１１】
　Ｌを前記第１熱交換器の上端部からの水滴の飛散距離成分とし、Ｈを前記第１熱交換器
の上端部からの高さ成分とし、ｕを前記空気流れ方向への風速成分とした場合、Ｌ＝（０
．８８５１＊（－１１９．９＊Ｈ＋０．３０４８）＊ｕ＾（１．４５７＊２＾（０．０２
１５＊（－１０００＊Ｈ）＾０．３７４４）））／１０００の関係式を満たす、
請求項１から１０のいずれか１項に記載の空気調和装置（１００）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、空気調和装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、空気調和装置の熱交換器において、周囲の空気中の水分が凝縮することで凝
縮水が生じることがあるが、このようにして生じた凝縮水の飛散を防止するために、様々
な工夫が施されている。
【０００３】
　例えば、以下に示す特許文献１の空気調和機では、熱交換器の鉛直方向に並んで配置さ
れる複数の中継ドレンパンを有する熱交換器が採用されている。これにより、熱交換器に
おいて生じる凝縮水が下方に流れ落ちながら水滴が大きくなるという現象が起こりにくく
している。これにより、凝縮水の水滴が大きくならないため、大きな水滴が飛散すること
を回避できる。
【特許文献１】特開平１０－１７００１５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、上記特許文献１に記載の空気調和装置では、熱交換器において、複数の中継ド
レンパンを別途設ける必要があり、部品点数が増大してしまう。また、熱交換器が直線的
に配置されているため、装置が大型化してしまっている。
【０００５】
　本発明は、上述した点に鑑みてなされたものであり、本発明の課題は、簡易な構成で吹
出口からの凝縮水の飛散を低減させつつ小型化を図ることが可能な空気調和装置を提供す
ることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　第１発明に係る空気調和装置は、冷媒と空気との間で熱交換を行わせて空気調和を行う
空気調和装置であって、ケーシングと、送風部と、熱交換器とを備えている。ケーシング
は、吸込口と吹出口とを有している。送風部は、ファンケーシングとファンを有し、吸込
口から吹出口に略水平方向に向かう空気流れを形成する。熱交換器は、空気流れ方向にお
いて送風部の上流側に配置され下に向かうにつれて上流側に位置するように傾斜してる第
１熱交換部と、第１熱交換部の下端近傍から下に向かうにつれて下流側に位置するように
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傾斜している第２熱交換部とを有し、冷媒が流れる。そして、送風部は、ファンの所定風
量および水滴の自重落下速度により定まる熱交換器からの水滴の飛散軌跡のうち最も下流
側に位置する最下流飛散軌跡よりも下流側に配置されている。
【０００７】
　ここでは、ファンおよびファンケーシングは、ファンの所定風量および水滴の自重落下
速度により定まる熱交換部からの水滴の飛散軌跡のうちの最下流飛散軌跡より離れた下流
側に配置されている。このため、熱交換器のいずれの部分から凝縮水が飛散したとしても
、ファンおよびファンケーシングに水滴が到達することはない。このため、ファンによる
吹出口からの水滴の飛散を抑えることができる。また、熱交換器は、第１熱交換部と第２
熱交換部とが互いに鉛直方向に重なるように折りたたんで配置されているため、折りたた
まない場合と比較して必要収容スペースが小さくなっている。
【０００８】
　これにより、簡易な構成で吹出口からの凝縮水の飛散を低減させつつ小型化を図ること
が可能になる。
【０００９】
　第２発明に係る空気調和装置は、第１発明の空気調和装置であって、第１熱交換部は、
垂直面に対する傾斜角度が４０°以下である。
【００１０】
　ここでは、第１熱交換部の傾斜角度が４０°以下であり、第１熱交換部で生じた凝縮水
は、第１熱交換部自体に沿って流れ落ちる。
【００１１】
　これにより、第１熱交換器からの凝縮水の飛散をより効果的に抑えることが可能になる
。
【００１２】
　第３発明に係る空気調和装置は、第１発明または第２発明の空気調和装置であって、第
１熱交換部と第２熱交換部とがなす送風部側の角度は、４５°以上９０°以下である。
【００１３】
　ここでは、熱交換器は、送風部を挟み込んでしまわない程度であって、上下方向の幅が
大きくならない程度に折れ曲がっている。
【００１４】
　これにより、上下方向の小型化を図ることが可能になる。
【００１５】
　第４発明に係る空気調和装置は、第１発明から第３発明のいずれかの空気調和装置であ
って、熱交換器は、第２熱交換部の下端部から伸びる第３熱交換部をさらに備えている。
第２熱交換部と第３熱交換部とのなす送風部側の角度は１５０°以上１８０°未満である
。
【００１６】
　ここでは、熱交換器は、第１熱交換部と第２熱交換部との間、および、第２熱交換部と
第３熱交換部との間の２箇所で、送風部を挟み込んでしまわない程度に、折れ曲がってい
る。
【００１７】
　これにより、よりいっそう上下方向の小型化を図ることが可能になる。
【００１８】
　第５発明に係る空気調和装置では、第４発明の空気調和装置であって、第３熱交換部は
、空気流れ方向において上流側に向かうにつれて上がるように水平面に対して５°以上４
５°以下に傾斜している。
【００１９】
　ここでは、第３熱交換部は、水平面に対して傾斜しているため、凝縮水が溜まってしま
うことを避けて、傾斜下方に向けて凝縮水を流すことが可能になる。
【００２０】
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　第６発明に係る空気調和装置は、第１発明から第５発明のいずれかの空気調和装置であ
って、熱交換器と送風部との最短距離は、１２ｍｍ以上である。
【００２１】
　ここでは、熱交換器と送風部との間に、１２ｍｍ以上の隙間がある。
【００２２】
　これにより、送風部の周囲に発生する異音を低減させることが可能になる。
【００２３】
　第７発明に係る空気調和装置は、第１発明から第６発明のいずれかの空気調和装置であ
って、ファンは、クロスフローファンである。そして、クロスフローファンと、ファンケ
ーシングとの最短距離は３ｍｍ以上である。
【００２４】
　ここでは、ファンケーシングと、ファンとの間の最短距離が３ｍｍ以上であるため、送
風部において生じる異音を低減させることが可能になる。
【００２５】
　第８発明に係る空気調和装置は、第１発明から第６発明のいずれかの空気調和装置であ
って、ファンは、クロスフローファンである。ファンケーシングは、空気流れ方向におい
てクロスフローファンの下流側上方の空間を、クロスフローファンの軸心に対して１５０
°以上１８０°以下覆っている。
【００２６】
　ここでは、送風部の静圧を十分大きく確保することが可能になる。
【００２７】
　第９発明に係る空気調和装置は、第１発明から第６発明のいずれかの空気調和装置であ
って、ファンは、クロスフローファンである。そして、ファンケーシングの吹出口の一部
を形成する部分のうち、空気流れ方向においてクロスフローファンの下流側上方の部分が
伸びる方向と、吹出口の他の一部を形成するクロスフローファンの下流側下方の部分が伸
びる方向と、のなす角度が０°以上３０°以下である。
【００２８】
　ここでは、吹出口の上壁が伸びる方向と吹出口の下壁が伸びる方向とが出口に向かうに
つれて広がるように傾斜している。
【００２９】
　これにより、送風部の静圧を十分大きく確保することが可能になる。
【００３０】
　第１０発明に係る空気調和装置では、第１発明から第９発明のいずれかの空気調和装置
であって、ケーシングの吹出口を通じた吹出空気流れの角度は、空気流れ方向において下
流側に向かうにつれて下がるように水平面に対して１０°以上６０°以下に傾斜している
。
【００３１】
　ここでは、ここでは、水平面に対して下方に傾斜しているため、天井近傍から対象空間
に向けて調和空気を供給することが可能になる。
【００３２】
　第１１発明に係る空気調和装置では、第１発明から第１０発明のいずれかの空気調和装
置であって、Ｌを第１熱交換器の上端部からの水滴の飛散距離成分とし、Ｈを第１熱交換
器の上端部からの高さ成分とし、ｕを空気流れ方向への風速成分とした場合、Ｌ＝（０．
８８５１＊（－１１９．９＊Ｈ＋０．３０４８）＊ｕ＾（１．４５７＊２＾（０．０２１
５＊（－１０００＊Ｈ）＾０．３７４４）））／１０００の関係式を満たす。
【００３３】
　ここでは、ファンによる風速が分かれば、関係式を用いることによって、飛散軌跡を求
めることが可能になる。
【発明の効果】
【００３４】
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　第１発明の空気調和装置では、簡易な構成で吹出口からの凝縮水の飛散を低減させつつ
小型化を図ることが可能になる。
【００３５】
　第２発明の空気調和装置では、第１熱交換器からの凝縮水の飛散をより効果的に抑える
ことが可能になる。
【００３６】
　第３発明の空気調和装置では、上下方向の小型化を図ることが可能になる。
【００３７】
　第４発明の空気調和装置では、よりいっそう上下方向の小型化を図ることが可能になる
。
【００３８】
　第５発明の空気調和装置では、凝縮水が溜まってしまうことを避けて、傾斜下方に向け
て凝縮水を流すことが可能になる。
【００３９】
　第６発明の空気調和装置では、送風部の周囲に発生する異音を低減させることが可能に
なる。
【００４０】
　第７発明の空気調和装置では、送風部において生じる異音を低減させることが可能にな
る。
【００４１】
　第８発明の空気調和装置では、送風部の静圧を十分大きく確保することが可能になる。
【００４２】
　第９発明の空気調和装置では、送風部の静圧を十分大きく確保することが可能になる。
【００４３】
　第１０発明の空気調和装置では、天井近傍から対象空間に向けて調和空気を供給するこ
とが可能になる。
【００４４】
　第１１発明の空気調和装置では、ファンによる風速が分かれば、関係式を用いることに
よって、飛散軌跡を求めることが可能になる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００４５】
　以下、図面に基づいて、本発明に係る空気調和装置の実施形態について説明する。
【００４６】
　＜空気調和装置の概略構成＞
　本発明の一実施形態が採用された空気調和装置１００は、図１および図２に示すように
、室内の天井面に沿うように設置される室内機１と、室外に設置される室外機２とを備え
ている。
【００４７】
　室内機１内および室外機２内にはそれぞれ熱交換器１０、２０が収納されており、各熱
交換器が冷媒配管５により接続されることにより冷媒回路を構成している。
【００４８】
　＜空気調和装置１００の冷媒回路の構成概略＞
　図１に示すように、空気調和装置１００の冷媒回路は、主として室内熱交換器１０、ア
キュムレータ２１、圧縮機２２、四路切換弁２３、室外熱交換器２０および膨張弁２４で
構成される。
【００４９】
　（室内機１）
　室内機１に設けられている室内熱交換器１０は、接触する空気との間で熱交換を行う。
ここでは、室内熱交換器１０は、フィンアンドチューブ型である。なお、室内機１内の冷
媒回路には、後述する電磁弁１３が設けられており、冷媒の流量を調節することができる
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。
【００５０】
　また、室内機１には、室内空気を吸い込んで室内熱交換器１０に通し熱交換が行われた
後の空気を室内に排出するためのクロスフローファン１１が設けられている。クロスフロ
ーファン１１は、室内機１内に設けられる１つの室内ファンモータ１２によって回転駆動
される。
【００５１】
　（室外機２）
　室外機２には、図１に示すように、圧縮機２２と、圧縮機２２の吐出側に接続される四
路切換弁２３と、圧縮機２２の吸入側に接続されるアキュムレータ２１と、四路切換弁２
３に接続されたフィンアンドチューブ型の室外熱交換器２０と、室外熱交換器２０に接続
された膨張弁２４とが設けられている。
【００５２】
　膨張弁２４は、液閉鎖弁２６を介して配管に接続されており、この配管を介して室内熱
交換器１０の一端と接続される。
【００５３】
　また、四路切換弁２３は、ガス閉鎖弁２７を介して配管に接続されており、この配管を
介して室内熱交換器１０の他端と接続されている。
【００５４】
　また、室外機２には、室外熱交換器２０での熱交換後の空気を外部に排出するためのプ
ロペラファン２８が設けられている。このプロペラファン２８は、室外ファンモータ２９
によって回転駆動される。
【００５５】
　（室内機１の詳細構成）
　室内機１は、図２に示すように、壁Ｗ近傍の天井に設置され、クロスフローファン１１
が回転駆動すると、室内空間ＲＳからの室内空気ＲＡが吸込口４Ｓを介して室内熱交換器
１０を通過するように取り込まれる。ここで、室内機１の吸込口４Ｓの空気流れ方向にお
ける上流側は、水平方向に開口しており、室内空気ＲＡを略水平方向に取り込む。そして
、熱交換された調和空気ＳＡは、吹出口４Ｅを介して再び室内空間ＲＳに戻される。これ
により、対象となる室内空間ＲＳが空調される。
【００５６】
　なお、以下、上流側とは、クロスフローファン１１によって形成される図面上左から右
に向かう空気流れにおいて、左側を指すものとし、下流側とは、右側を指すものとする。
【００５７】
　ここで、図３の室内機１の側面視断面図に示すように、室内熱交換器１０やクロスフロ
ーファン１１、電磁弁１３、ドレンパン１５、電装品箱７０等は、ケーシング４内に配置
されている。
【００５８】
　このケーシング４の上流側には、ケーシング４の上流側上端部と、電装品箱７０の上面
側と、によって囲まれた吸込口４Ｓが形成されている。また、ケーシング４の下流側には
、クロスフローファン１１の出口と共通している吹出口４Ｅが形成されている。
【００５９】
　クロスフローファン１１は、ファン１１ａと、上部ファンケーシング１１ｂと、下部フ
ァンケーシング１１ｃとを有している。ファン１１ａは、貫流ファンである。上部ファン
ケーシング１１ｂと下部ファンケーシング１１ｃとは一体となって送風流路を形成してい
る。なお、このクロスフローファン１１が駆動すると、ケーシング４内部に吸込口４Ｓか
ら吹出口４Ｅに向かう略水平方向の空気流れが形成される。
【００６０】
　電磁弁１３は、ケーシング４の上流側上端近傍に配置されており、室内熱交換器１０に
対する冷媒供給量を調節する。
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【００６１】
　室内熱交換器１０は、クロスフローファン１１と電磁弁１３との間に配置されており、
互いに連なった第１熱交換器１０ａと、第２熱交換器１０ｂと、第３熱交換器１０ｃとを
有している。第１熱交換器１０ａは、電磁弁１３の下流側のケーシング４の上面から吊り
下げられている。ここで、第１熱交換器１０ａは、電磁弁１３の下流側から電磁弁１３の
下方にかけて位置しており、下方が上流側に向くように傾斜している。第２熱交換器１０
ｂは、第１熱交換器１０ａの下端部から伸びており、下方が下流側に向くように傾斜して
いる。ここで、第１熱交換器１０ａと第２熱交換器１０ｂとは、平面視において互いに重
なるように折り返されて配置されているため、空気流れ方向の幅を小型化することが可能
になっている。第３熱交換器１０ｃは、第２熱交換器の下端部からクロスフローファン１
１の下方近傍まで伸びており、下方が下流側に向くように傾斜しており、第２熱交換器１
０ｂの傾斜よりもゆるやかな傾斜となっている。このように、第１熱交換器１０ａ、第２
熱交換器１０ｂおよび第３熱交換器１０ｃは、クロスフローファン１１を取り囲むように
互いに折り曲げられているため、折り曲げられていない熱交換器が配置される構成と比較
して、クロスフローファン１１によって形成される空気流れがより多くの熱交換器を通過
できるため、熱交換効率が向上している。
【００６２】
　ドレンパン１５は、上述した熱交換器１０および電磁弁１３から滴り落ちてくる凝縮水
の全てを下方で受け止めることができるように、熱交換器１０および電磁弁１３の下方に
全域において広がっている。すなわち、平面視において、ドレンパン１５の外縁は、第１
熱交換器１０ａ、第２熱交換器１０ｂ、第３熱交換器１０ｃおよび電磁弁１３の外縁の外
側に見えるように配置されている。これにより、ドレンパン１５は、第１熱交換器１０ａ
、第２熱交換器１０ｂ、第３熱交換器１０ｃおよび電磁弁１３において生じた凝縮水をほ
とんど全て捕らえることができる。なお、ドレンパン１５は、クロスフローファン１１の
近傍まで伸びて配置されている。このドレンパン１５は、上流側が下がるように勾配を有
しており、下端部近傍にドレンホース１５ｈを有している。ドレンパン１５が捕らえた水
は、このドレンホース１５ｈを介して屋外に排出される。このドレンパン１５は、クロス
フローファン１１とケーシング４の吸込口４Ｓとの間から外れた場所に位置しているため
、熱交換器１０を通過する空気流れを妨げることがなく、送風抵抗となることが抑えられ
ている。
【００６３】
　電装品箱７０は、ケーシング４の上流側下端部であって、熱交換器１０およびドレンパ
ン１５の上流側に配置されており、ドレンパン１５との間にわずかに間隙が設けられてい
る。また、図３に示すように、電装品箱７０の高さは、ドレンパン１５の高さより低くな
るように設けられている。
【００６４】
　（室内熱交換器１０の詳細配置）
　クロスフローファン１１と室内熱交換器１０との配置関係は、室内熱交換器１０から飛
散した凝縮水がクロスフローファン１１にまで到達することがないように配置されている
。
【００６５】
　具体的には、室内熱交換器１０の様々な部分から凝縮水が飛散する際に形成される複数
の飛散軌跡のうち、空気流れ方向において最も下流側に位置する最下流飛散軌跡を特定す
る。この飛散軌跡は、以下の飛散軌跡式によって算出される。
【００６６】
　Ｌ＝（０．８８５１＊（－１１９．９＊Ｈ＋０．３０４８）＊ｕ＾（１．４５７＊２＾
（０．０２１５＊（－１０００＊Ｈ）＾０．３７４４）））／１０００
【００６７】
　ここで、Ｌは室内熱交換器１０の飛散開始点からの水滴の飛散距離成分であり、Ｈは室
内熱交換器１０の飛散開始点からの高さ成分であり、ｕは空気流れ方向への速度成分であ
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る。ここで、ｕは、クロスフローファン１１が駆動した状態における風速成分として求め
られる。
【００６８】
　上述した飛散軌跡式より、室内熱交換器１０の様々な部分から飛散する凝縮水の飛散軌
跡が求められる。そして、これらの室内熱交換器１０からの複数の飛散軌跡の中から、最
も下流側に位置するものを特定することができる。
【００６９】
　例えば、図４に示すように、室内熱交換器１０の複数の箇所からの飛散軌跡（Ａ）～（
Ｃ）を求めることで、これらのうち最も下流側に位置している最下流飛散軌跡は、第１熱
交換器１０ａの上端部から飛散している飛散軌跡（Ａ）であるとして特定できる。
【００７０】
　したがって、室内熱交換器１０とクロスフローファン１１との配置関係は、第１室内熱
交換器１０ａの上端部からの飛散軌跡よりも遠い位置にクロスフローファン１１が配置さ
れているということになる。
【００７１】
　このような配置によって、クロスフローファン１１には、室内熱交換器１０から飛散す
る凝縮水が届かないことになり、ファン１１ａ、上部ファンケーシング１１ｂ、下部ファ
ンケーシング１１ｃのいずれに対しても凝縮水が到達することはない。
【００７２】
　また、図４に示すように、第１熱交換器１０ａは、下方が上流側に向くように、垂直面
に対して３３°傾斜して設けられている。このため、第１熱交換器１０ａで生じた凝縮水
は、第１熱交換器１０ａ自体を伝って流れ落ちやすくなる。なお、ここでの傾斜角度は、
３３°に限られるものではなく、垂直面に対して４０°以下であればよい。
【００７３】
　また、第１熱交換器１０ａと第２熱交換器１０ｂとがなすクロスフローファン１１側の
角度は、７５．５°となっている。このため、室内熱交換器１０は、クロスフローファン
１１を挟み込んでしまわない程度であって、上下方向の幅が大きくならない程度に折れ曲
がっており、上下方向の小型化を図ることができる。なお、ここでの角度は、７５．５°
に限られるものではなく、４５°以上９０°以下であればよい。
【００７４】
　さらに、第２熱交換器１０ｂと第３熱交換器１０ｃとがなすクロスフローファン１１側
の角度は、１７２°になっている。このため、室内機１が上下方向に大きくならないよう
にすることができる。なお、ここでの角度は、１７２°に限られるものではなく、１５０
°以上１８０°以下であればよい。
【００７５】
　また、第３熱交換器１０ｃは、上方が上流側に向くように、水平面に対して１０．５°
傾斜している。このように、水平面に対して傾斜を有しているため、第３熱交換器１０ｃ
自体が凝縮水を保持することなく、ドレンパン１５に向けて積極的に流れ落とすことがで
きる。なお、ここでの角度は、１０．５°に限られるものではなく、５°以上４５°以下
であればよい。
【００７６】
　クロスフローファン１１と室内熱交換器１０との最短距離は、図４に示すように、１６
．６ｍｍ確保されている。このため、クロスフローファン１１が駆動して空気流れを形成
した場合であっても、異音が生じにくい。なお、ここでの最短距離は、１６．６ｍｍに限
られるものではなく、例えば、１２ｍｍ以上であればよい。
【００７７】
　なお、クロスフローファン１１のファン１１ａと上部ファンケーシング１１ｂ、下部フ
ァンケーシング１１ｃとの距離は、５．３７４ｍｍ確保されている。このため、クロスフ
ローファン１１が駆動して空気流れを形成した場合であっても、異音が生じにくい。なお
、ここでの距離は、５．３７４ｍｍに限られるものではなく、例えば、３ｍｍ以上であれ



(10) JP 2008-275231 A 2008.11.13

10

20

30

40

50

ばよい。
【００７８】
　また、クロスフローファン１１のファン１１ａの回転軸を支点とした、上部ファンケー
シング１１ｂの下流側下端部から上流側下端部にかけての角度は、１６６．６°となって
いるため、静圧を十分に確保することができる。なお、ここでの角度は、１６６．６°に
限られるものではなく、１５０°以上１８０°以下であればよい。
【００７９】
　さらに、側面視断面上、吹出口４Ｅ近傍において、クロスフローファン１１の上部ファ
ンケーシング１１ｂと下部ファンケーシング１１ｃとがなす角度は、５．５°となってお
り、出口に向かうにつれて広がっているため、静圧をより十分に確保することができる。
なお、ここでの角度は、５．５°に限られるものではなく、０°以上３０°以下であれば
よい。
【００８０】
　また、クロスフローファン１１の下部ファンケーシング１１ｃは、下方が下流側に向か
うように水平面に対して４０°傾斜している。このため、調和空気を室内空間ＲＳに向け
て効率よく吹き出すことができる。なお、ここでの角度は、４０°に限られるものではな
く、１０°以上６０°以下であればよい。
【００８１】
　＜空気調和装置１００の特徴＞
　上記実施形態の空気調和装置１００の室内機１では、第１熱交換器１０ａに対して第２
熱交換器１０ｂが折れ曲がって配置されている。このため、折れ曲がりがなく直線的に熱
交換器が配置される場合と比較して、折れ曲がっている分だけ、空気流れ方向の幅を小さ
くすることができ、室内機１を小型化させることができている。
【００８２】
　また、クロスフローファン１１を取り囲むように、第１熱交換器１０ａと第２熱交換器
１０ｂとを配置しているため、熱交換効率が向上している。
【００８３】
　さらに、クロスフローファン１１は、第１熱交換器１０ａの上端部からの最下流飛散軌
跡よりも下流側に配置されている。このため、室内熱交換器１０において生じた凝縮水が
クロスフローファン１１に到達することがない。
【００８４】
　これにより、小型化しつつ熱交換効率を向上させた室内機１であっても、簡易な構成に
よって、吹出口４Ｅから凝縮水が飛散してしまうことを防止することができている。
【００８５】
　＜変形例＞
　以上、本発明の実施形態について図面に基づいて説明したが、具体的な構成は、これら
の実施形態に限られるものではなく、以下のように、発明の要旨を逸脱しない範囲で変更
可能である。
【００８６】
　上記実施形態では、空気調和装置１００の室内機１の吸込口４Ｓの上流側が略水平方向
に開口しており、室内空気ＲＡを略水平方向に取り込む場合について、例を挙げて説明し
た。
【００８７】
　しかし、本発明はこれに限定されるものではなく、図５に示すように、室内機１の吸込
口４Ｓの上流側は、鉛直下向きに開口していてもよい。
【００８８】
　この場合には、室内機１は、図５に示すように、図壁Ｗ近傍の天井に設置され、クロス
フローファン１１が回転駆動すると、室内空間ＲＳからの室内空気ＲＡが吸込口４Ｓを通
過すべく、鉛直上方に上昇して下流側に曲げられ、室内熱交換器１０を通過するように取
り込まれる。そして、熱交換された調和空気ＳＡは、吹出口４Ｅを介して再び室内空間Ｒ
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【産業上の利用可能性】
【００８９】
　本発明を利用すれば、簡易な構成で吹出口からの凝縮水の飛散を低減させつつ小型化を
図ることができるため、特に、熱交換器を備えた空気調和装置に適用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００９０】
【図１】本発明の一実施形態にかかる空気調和装置の冷媒回路図である。
【図２】空気調和装置の室内機の設置状態を示す図である。
【図３】室内機の側面視断面図である。
【図４】室内機の側面視断面図において配置寸法を示した図である。
【図５】変形例に係る空気調和装置の室内機の設置状態を示す図である。
【符号の説明】
【００９１】
　　１　室内機
　　２　室外機
　　４　ケーシング
　４Ｓ　吸込口
　４Ｅ　吹出口
　　５　冷媒配管
　１０　室内熱交換器（熱交換器）
　１１　クロスフローファン（ファン）
　１５　ドレンパン
　２０　室外熱交換器
１００　空気調和装置
【図１】 【図２】
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